


運転教育センター

センターを訪れるドライパーに献血のおねがい 交通事

故は大量の血液需要につながる 無事故を祈りながら万

一に備えて協力者が増えている

センターには毎日 500人をこえるドライパーが訪れる

学科試験はすべて運転免許課で 最近は女性の進出が著

しく新規免許取得の約半数を占める

*警察本部交通部運転免許課

ft(0764)33一 1760・33-1860 あなたの運転適性度は?(適性検査所)
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「この先を渡るときは注意するんだよ」 自

転車歩行者道で交通指導員のおじさんが話し
カ、ける

明るく平和な家庭を、一瞬のうちに悲しみのど

ん底に突き落とす恐ろしい交通事故は、他人ごと

ではありません。

交通事故が全県的に減~'傾向を示しているなか

にあって、いわゆる「交通弱者」といわれる幼児

と老人の事故は高い比率を示し、昭和50年中には

全体の47~~ を占めています。

幼児や老人を交通事故禍から守るためには、そ

の日常生活を中心に、交通の状況に応じた交通安

全施設の整備や交通規制、交通指導の強化など、

安全な環境をととのえるための諸方策が必要であ

ることはし、つまでもありません。 しかしも っと大

切なことは、自動車運転者をはじめ道路を利用す

る人のすべてが、 交通弱者であるこどもと老人を

守ろうという意識と、人間愛をも って接することで

す。

また、こどもは交通ルールについて未熟であり

老人は一般に不知、不慣れであるため、とかく危

険な行動に出がちです。このため県では、交通に

おける正しい行動を身につけるための教育訓練を

今後とも家庭、学校、地域ぐるみで進めます。

いたましい交通事故から子 どもと老人を守るた

め、びとりひとりが交通ルールを正しく守り 、安全

で幸せな世の中を作ることは、私たちみんなの責

任です。

多くなった自転車の利用 防備.が少ないだけに安全運転が大切

また駐車場の設置が必要になってきた

交通の激しい市街地には地下横断歩道などの設置が急がれる

安全な遊び場を確保することも子どもの事故防止に力が大きい
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子どもの中でも幼児に事故が多い お母さんといっしょに安全に渡りましょう

交通弱者を
守ろう

多い子ども、老人、自転車のノ苅屋災害

交通教室は学校、警察、交通指導員k 住民な
どが一体となって進める この日は地元の長

寿会も参加して、小学生、園児らといっしょ

也 『ーー に交通ルールを学んだ
殿内無事量 司司

司E適量量ム

~さき亀小学校 lこ入りたての子どもには上級生が手を
1かして 先生がチェックする

2 



事
故
減
少
の
定
着
化
へ
、
総
合
的
な
第
一

一
次
計
画

わ
が
国
の
モ
ー
タ
リ
|
ゼ
l
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、

経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
、
さ
ら
に
不
況

対
策
へ
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
れ
、

自
動
車
に
基
因
す
る
災
厄
も
、
年
と
と
も
に
深
刻
の

度
を
加
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
都
市
に
お
け
る
交
通

事
故
や
交
通
公
害

(騒
音
・
振
動

・
排
気
ガ
ス
)
の

発
生
、
交
通
渋
滞
の
慢
性
化
に
伴
い
、
都
市
交
通
機

能
は
著
し
く
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
勢
は
、

富
山
県
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
昭
和
四
十
六
年
の

二
十
三
万
台
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
三
十
二
万
三
千

台
と
、
四
0
・六
%
も
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ

期
間
に
、
運
転
免
許
保
有
者
も
二
十
八
万
人
か
ら
三

十
四
万
人
と

一
八

・
六
%
の
増
加
を
み
、
五
十

一
年

二
月
末
で
三
十
五
万
人
ラ
イ
ン
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
交
通
事
故
や
交
通
公
害
の
発
生
な
ど
、

都
市
機
能
を
低
下
さ
せ
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
交
通
事
故
防
止
を
め
ざ
し
、
昭
和
四
十

六
年
に
「
交
通
安
全
五
か
年
計
画
」
を
樹
て
、
総
合

的
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
遂
年
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
交
通
死
者
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
二
百
十
三

人
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
大
幅
に
減
少
し
、
最
終
年
度
で

あ
る
昭
和
五
十
年
じ
は
、
九
十
人
に
ま
で
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
死
傷
者
は
な
お
年
間
五
千
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
事
故
が
高
い
比
率
を
占
め
る

な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
下
の
交
通
情
勢
か
ら
、
県
で
は
さ
ら

に
、
昭
和
五
十
一
年
度
を
初
年
度
と
す
る

「第
二
次

交
通
安
全
五
か
年
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
交
通
事
故
の
減
少
傾
向
を
長
期
的
に
定
着

さ
せ
る
た
め
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
な
ど
の
保

護
を
最
重
点
と
し
、
従
来
に
も
ま
し
て
総
合
的
か
っ

強
力
な
安
全
対
策
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

交
通
環
境
面
か
ら
の
安
全
対
策

受
通
安
全
施
設
整
備
事
業
五
か
年
計
画

交
通
事
故
の
多
く
は
、
人
と
車
が
同

一
場
所
を
同

は
不
可
欠
の
要
件
で
す
。

そ
こ
で
、
交
通
事
故
の
多
発
し
て
い
る
道
路
、
道

路
幅
や
交
通
量
か
ら
み
て
事
故
発
生
の
危
険
性
が
大

き
い
場
所
等
に
つ
い
て
、
「
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
五
か
年
計
画

(日
1
日
年
度
)」
を
つ
く
り
、
施
設

整
備
を
す
す
め
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
市
街
地
そ
の
他
歩

行
者
の
多
い
地
域
を
中
心
に
、
歩
道
を
、
網
状
に
確

保
す
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

歩
行
者
の
横
断
に
危
険
の
あ
る
場
所
に
は
、
押
ボ
タ

ン
信
号
機
、
歩
行
者
灯
器
を
増
設
、
あ
る
い
は
地
下

横
断
歩
道
を
つ
く
り
ま
す
。

幼
児
、
児
童
の
安
全
の
た
め
、
と
く
に
通
学
、
通

園
路
に
つ
い
て
ス
ク
ー
ル

・
ゾ
ー
ン
の
定
着
化
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
身
体
の
不
自
由
な
人

の
た
め
、
視
覚
障
害
者
用
信
号
機
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク、

歩
道
段
差
切
り
下
げ
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

自
転
車
の
安
全
の
た
め
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
を
整
備
す
る
ほ
か
、
自
転
車
で
通
行
で

き
る
歩
道
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
需
要
の
多
い
地
域

に
は
、
自
転
車
置
場
の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

自
動
車
交
通
の
安
全
の
た
め
、
防
護
棚
、
道
路
照

明
、
道
路
標
識
を
整
備
し
ま
す
が
、
標
識
に
つ
い
て

は
大
型
標
識
、
可
変
標
識
(
一
台
で
二
l
三
通
り
の

標
識
を
表
わ
せ
る
)
に
よ
り
視
認
性
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
交
差
点
、
視
距
標

(ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
を
慣
れ
さ
せ
る
た
め
高
速
道
路
面
な
ど
に
あ
る
距

離
標
示
)
の
改
良
、
山
間
部
で
の
転
落
防
止
の
た
め

の
防
護
柵
の
設
置
、
路
肩
の
改
良
、
冬
期
聞
の
な
だ

時
に
使
用
す
る

〈人
と
車
の
混
在
〉
と
い
う
現
象
の

な
か
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

〈人
と
車

を
分
離
〉
す
る
こ
と
が
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

れ
防
止
工
等
を
整
備
し
ま
す
。

交
通
の
円
滑
と
公
害
防
止
の
た
め
、
県
警
本
部
に

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

富
山
市
中
心
街
の

交
通
管
制
を
実
施
し
ま
す
。
将
来
は
、
富
山
市
全
域

と
高
岡
市
に
も
実
施
す
る
方
針
で
す
。

こ
ど
も
に
遊
び
場
を

県
内
に
は
百
八
十
七
の
児
童
公
園

(遊
園
)
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

市
街
地
や
人
口
急
増
地
域
に
重
点
的
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
に
近
い
河
川
敷
を
公
園
緑
地
と
し
て

整
備
、
憩
い
の
場
と
す
る
考
え
で
す
。

適
正
な
道
路
使
用
ヘ

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
が
利
用
す
る
道
路
空
間

を
奪
う
よ
う
な
歩
道
な
ど
の
掘
り
返
し
工
事
を
極
力

お
さ
え
、
工
事
の
際
に
は
安
全
な
通
路
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
交
通
総
量
を
お
さ
え
る
た
め
、

市
街
地
の
駐
車
禁
止
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
き
し
あ
た

っ
て
富
山
市
で
、
昭
和
五
十
三

年
度
末
ま
で
に
、
市
街
地
域
の
全
面
駐
車
禁
止
を
実

施
す
る
考
え
で
す
。

踏
切
事
故
防
立
総
合
対
策
新
五
か
年
計
画

県
内
の
踏
切
事
故
は
、
年
ご
と
に
増
減
を
く
り
返

「踏
切
事
故
防
止
総
合

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

対
策
新
五
か
年
計
画
(日
1
日
年
度
)」
を
た
て
ま
す
。

県
内
の
踏
切
道
七
百
三
十
の
う
ち
、
約
半
数
を
占
め

る
保
安
施
設
の
未
整
備
の
も
の
に
つ
い
て
、
し
ゃ
断

第
一
次
計
画
実
施
時
(
昭
“
j
昭
日
〉

の
県
内
の
交
通
状
況

自動車台数の推移

年別 全車輔数 3千 4千 5千 6千 1f万 12万

14万 16万 18万台

日召46 229.768台
3，101 4，523 6，2P 02 ててlヘィ特殊車

日百47 259.426台 l¥y:j 
昭48 290，144台 3，286'--知ス 5.5デャ29

日百49 307，145台
5ペダ6ペ(( 

昭50 323，066台 J J¥二栴 、
3，272 4，962 6，449 
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こどもと老人の交通事故状況(昭46~昭 50)

1¥ド川¥年¥りf¥ Eト

こども の事故 老人の 事 故

発生 死者 発生 死者

件数 に占め 数に占め 件数 に占め 数 占め

る比率1%1 る比率I%i る比率%; 比率 %1

昭46年 1.094 17.3 21 10.0 797 12.6 61 28.9 

昭47年 1，068 17.4 35 16.4 815 13.3 57 26.8 

昭48年 951 18.8 22 13.0 709 14.0 45 26.6 

昭49年 787 18.6 18 13.5 553 13.1 34 25.6 

昭50年 829 19.8 17 18.9 544 13.0 26 28.9 
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交通事故の類型別発生状況(昭46~昭 50)
6.144件 @折れ線は事故総数

4，230イ牛

昭 50昭 49昭 48昭 47昭 46
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機
の
設
置
、
立
体
交
差
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

受
通
規
制
を
強
化
す
る

生
活
道
路
で
の
適
切
な
速
度
規
制
、
地
域
交
通
と

通
過
交
通
の
分
離
、
ま
た
都
市
交
通
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
路
線
パ
ス
等
の
大
量
輸
送
機
関
優
先
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
住
宅
地
、
商
庖
街
な

ど
の
安
全
で
静
か
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

生
活
ゾ
l
ン
規
制
を
行
い
ま
す
。

自
動
車
運
転
者
の
側
か
ら
の
安
全
対
策

運
転
管
理
を
改
善
す
る

事
業
所
等
の
安
全
運
転
管
理
を
強
化
す
る
た
め
、

運
送
業
に
従
事
ふ
9
る
全
運
転
者
の
適
正
診
断
を
行
、
つ

た
め
の
対
策
な
ど
を
進
め
ま
す
。

運
転
者
数
育
を
充
実
さ
せ
る

県
内
に
二
十
校
あ
る
自
動
車
学
校
の
教
習
水
準
を

高
め
る
た
め
、
施
設
の
整
備
、
近
代
化
、
教
習
内
容

の
高
度
化
、
統
一
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
既
成
運

転
者
の
資
質
向
上
を
め
ざ
し
、
県
運
転
教
育
セ

ン
タ

ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

運
転
者
に
適
正
な
労
働
条
件
を

県
内
で
は
会
蔽
に
、
法
定
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
な
お
一
部
に
遅
れ

が
見
、
つ
け
ら
れ
る
た
め
、
労
働
時
間
、
休
日
、
割
増

賃
金
形
態
等
の
監
督
指
導
を
強
め
ま
す
。

迅
速
、
的
確
な
道
路
交
通
情
報

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
す
る
情
報
提
供
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

迅
速
、
的
確
な
情
報
提
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

交
通
機
関
の
側
か
ら
の
安
全
対
策

横
査
・
整
備
体
制
を
充
実
さ
せ
る

検
査
機
器
の
全
自
動
化
な
ど
で
検
査
精
度
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
民
間
車
検
制
度
を
積
極
的
に
促

進
し
、
設
備
近
代
化
、
企
業
規
模
適
正
化
な
ど
、
検

査
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

自
動
車
分
解
整
備
業
の
技
術
向
上
を

点
検
整
備
の
受
入
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
自
動

車
分
解
整
備
事
業
の
設
備
近
代
化
、
規
模
適
正
化
、

交
通
安
全
意
識
の
普
及

学
校
教
育
の
場
で

児
童
、
生
徒
ら
が
、
安
全
に
行
動
で
き
る
能
力
を

養
う
と
と
も
に
、
将
来
、
交
通
事
故
、
交
通
違
反
を

積
極
的
に
防
止
で
き
る
社
会
人
と
な
る
た
め
の
基
礎

を
撃
つ
こ
と
も
大
事
。
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校

で
、
正
し
い
歩
行
と
横
断
の
仕
方
、
自
転
車
の
安
全

な
乗
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
指
導
す
る
こ

そ
の
他
の
安
全
対
策

受
通
事
故
相
談
活
動
を
強
化
す
る

県
交
通
事
故
相
談
所
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
市
町
村
に
も
交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
る
よ

つ
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

整救
備急
す体
る制

毅
急
医
療
施
設
を

救
急
事
務
の
増
加
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

「
高
速
道
路
消
防
連
絡
協
議

会
」
の
設
立
を
推
進
し
ま
す
。
救
急
医
療
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
の
診
療
内
客
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

点
検
整
備
を
徹
底
さ
せ
る

定
期
点
検
を
広
め
る
と
と
も
に
、
街
頭
車
両
検
査

や
運
送
業
の
監
査
な
ど
を
行
い
、
整
備
不
良
車
両
の

追
放
を
図
り
ま
す
。

知
識
集
約
化
を
推
し
進
め
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
整

備
従
事
者
の
教
育
、
養
成
に
つ
い
て
、
総
体
的
な
体

質
改
善
を
図
り
ま
す
。

と
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
場
で

交
通
事
故
被
害
者
の
位
置
に
お
か
れ
や
す
い
年
少

者
や
高
齢
者
の
た
め
、
少
年
教
室
、
高
齢
者
学
級
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
て
、
交
通
ル
ー
ル
の
基
礎
を

徹
底
き
せ
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の

結
成
促
進
と
強
化
を
図
り
ま
す
。

「
休
日
夜
間
診
療
対
策
協
議
会
」
を
設
け
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
休
日
、
夜
間
の
診
療
を
確
保
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

被
害
者
援
助
活
動
を
効
果
的
に

交
通
事
故
被
害
者
多
』
救
済
す
る
た
め
、
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
の
一
時
貸
付
、
交
通
遺
児
貸
付
等

の
効
果
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
交
通
事
故
で
父
母
な
ど
を
失
っ
た
遺
児
に
対
し
て
、

激
励
金
や
育
英
資
金
の
支
給
な
ど
、
き
め
の
細
か
い

救
護
活
動
を
進
め
ま
す
。

@ 

・数字は国関係介、県関係介、公安委員会関係分をあ

わせたものです。

• S51. 3 .31現在の数字は、第 l次 交 通 安 全 5立、年計
17368本|

画によって盤備されたもの、それ以前に型車備 されてい

たものと、 S46-S 50の 5年間に他の事蝶によって盤

備されたものとの 3種の合計です。

区IJ昭和51.3.31現在の数

医習うち、第l次交通安全5ヵ、年計画によ って酬 され たも の
交通安全施設の整備状況

踏切保安設備整備状況(国鉄線)

計画終了後(昭51年3月)

3種 =警報被のみ設置1;種 =遮断横と嘗報担量が般置 されてい る もの

4種 =保 安段備 なし

計画前(昭46年3月)

ア

公園等の整備状況

山で!(3目白14現6在.3 5 か年実績 (昭合5言1T.3. 

数 昭46 昭47 昭48 昭49 昭50 計 31現在)

児童公園 82 9 9 13 10 9 50 132 

近隣公園 6 3 4 3 " 17 

地区公園 2 4 6 8 21 21 

総合公園 7 2 2 2 2 2 10 17 

運動公園 2 3 4 4 5 5 21 23 

特殊公園 4 5 9 

広域公園 4 4 

都市緑地

児童遊園 27 5 6 9 4 4 28 55 

計 128 22 25 37 33 34 151 280 



曳
一甲山

富山県内曳山分布図

へ

おとなの夜高と一緒に小中学生が

中・小あんどんを威勢よくひき回す

(福野)

s ... 

屋
台
(
手
前
)
の
中
の
は
や
し
に
の
っ
て

曳
山
(
後
方
)
が
町
を
終
日
ね
り
困
る

(
城
端
出
丸
町
)

ひ
き
や
ま

県
内
U
地
区
で
伝
承

冬
が
去
る
と
、
県
内
の
あ
の
町
こ
の

町
で
曳
山
(
ひ
き
や
ま
)
が
華
や
か
に

ね
り
回
り
ま
す
。
ど
の
曳
山
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
を
育
て
て
来
た
人
々
の
心
意

気
を
伝
え
、
永
い
歴
史
と
個
性
を
も
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
曳
山
は
、
古
い
起
源
を
も

つ
高
岡
市
の
御
車
山
(
み
く
る
ま
や
ま
)

の
よ
う
に
、
工
芸
美
の
粋
を
尽
く
す
も

の
と
し
て
国
の
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か

に
は
、
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
、
消
え

去
り
そ
う
な
も
の
も
:
・
。

こ
の
ほ
ど
、
県
教
育
委
員
会
が
多
く

の
人
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
曳
山
の
実

態
調
査
(
「
富
山
の
曳
山
」
と
し
て
公
表
)

で
は
、
県
内
十
六
市
町
二
十
四
地
区
で

伝
え
ら
れ
て
来
た
曳
山
の
う
ち
、
七
地

区
で
行
わ
れ
な
く
な
り

一
部
だ
け
休

ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

キ
ナ
し
た
。

こ
う
し
た
郷
土
の
文
化
遺
産
は
、
い

つ
ま
で
も
伝
え
つ
つ
け
、
私
た
ち
の
心

業
平

・
小
野
小
町
・
天
神
様
・
関
羽
な

ど
歴
史
上
の
人
物
で
あ
っ
た
り
、
素
釜

鳴
尊
(
す
さ
の
お
の
み
こ
と
)
の
オ
ロ
チ

退
治
、
牛
若
と
弁
慶
な
ど
、
物
語
や
芝

居
の
名
場
面
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
唐
子
(
か
ら
こ
)
の
宙
返
り
や
太
鼓

う
ち
な
ど
の
か
ら
く
り
人
形
、
小
さ
な

子
供
に
よ
る
歌
舞
伎
な
ど
、
動
き
の
あ

る
趣
向
を
と
り
入
れ
た
も
の
が
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

夜
に
な
る
と
、
曳
山
の
周
囲
に
ち
ょ

う
ち
ん
を
つ
け
、
そ
の
明
り
の
美
し
き

に
重
点
歩
置
く
福
野
の
夜
高
、
す
れ
違

い
の
と
き
の
き
ま
り
を
守
っ
た
守
ら
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
喧
嘩
を
し
た
の
が

い
つ
の
間
に
か
習
俗
化
し
た
伏
木
や
岩

瀬
(
富
山
市
)、
福
野
の
ぶ
つ
か
り
合
い

な
ど
は
、
一
つ
の
見
も
の
に
ま
で
発
見
し

の
ふ
る
さ
と
と
し
た
い
も
の
。

「
宮
田
山…
円

の
曳
山
」
か
ら
、

一
部
を
お
伝
え
し
ま

ーレょ、つ
。

形
さ
ま
ざ
ま

傘
の
骨
に
造
花
を
つ
け
た
よ
う
な
飾

を
す
る
も
の

高
岡

・
伏
木

・
戸

出

・
中
田
(
高
岡
市
)
、
放
生
津

・
海
老

江
(
新
湊
市
)
、
氷
見
、
石
動
(
小
矢
部

市
)
、
福
野
、
大
門
な
ど
。

-
御
殿
風
の
屋
根
を
つ
け
た
も
の

』八
尾
、
城
端
、
福
野
、
上
大
久
保
(
大

沢
野
町
)
、
戸
出
、
出
町

(
砺
波
市
)
、

入
善
な
ど
。

害王 動
'-c; ~ tJ'、

Et 
~ 築

山
放 形
生 式
津 の
八 も
幡 の
宮

新

作
り
物
を
の
せ

た
東
岩
瀬
(
富
山
市
)
、
秋
田
の
竿
灯
に

似
る
魚
津
の
タ
テ
モ
ン
、
福
光
の
庵

-
そ
の
他
の
も
の

(
い
お
り
)
屋
台
、
福
野
の
夜
高
(
よ
た

か
)
、
城
端
の
傘
鉾
(
か
き
は
こ
)
、
伏

木
の
ち
ょ
う
ち
ん
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

人
形
に
も
趣
向

曳
山
を
飾
る
人
形
は
、
天
狗
(
て
ん

ぐ)、

山
姥
(
や
ま
ん
ば
)
、

(
え
び
す
)
・
大
黒

・
布
袋
(
ほ
て
い
)
な

ど
の
め
で
た
い
神
、
神
功
皇
后

・
在
原

恵
比
須

た
も
の
で
す
。

グ
町
の
祭
4

を
い
つ
ま
で
も

こ
の
よ
う
に
県
内
の
曳
山
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、

曳
山
が
か
町
の
祭
。
で
あ
る
こ
と
で
す
。

町
衆
の
経
済
力
の
象
徴
と
し
て
、
町
の

繁
栄
し
つ
つ
あ
る
時
期
に
作
ら
れ
改
造

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
的
に
こ

れ
を
作
り
上
げ
た
在
地
の
工
人
た
ち
で

あ
る
井
波
町
の
大
工
や
彫
刻
師
、
城
端

町
や
高
岡
市
の
塗
師
や
人
形
師
、
高
岡

市
の
金
工
た
ち
の
働
き
を
見
逃
が
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
、
祖
先
の

繁
栄
の
遺
産
を
現
在
の
も
の
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
伝
え
つ
づ
け
た
い
も
の
で

す:

江戸時代の名工の力作 当時の町人文化を

象徴する見事な曳山(八尾)

ィ。討ち

もよ

曳
山

祭
礼
を
象
徴
す
る
神
輿
(
み
こ
し
}
と

山
車
(だ
し
)
は
移
動
式
の
神
座
を
表
わ

す
。
神
輿
に
は
神
体
や
御
霊
代
(
み
た

ま
し
ろ
。
神
に
代
え
て
祭
る
も
の
)
が

乗
り
、
山
車
は
、
人
形
や
鉾
な
ど
の
飾

物
を
目
標
に
神
霊
が
降
臨
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

も
と
も
と
は
動
か
ぬ
置
山
(築
山
)だ

っ
た
が
、
氏
子
の
間
を
巡
行
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
車
を
つ
け
て
曳
き
回
る
よ

う
に
な
っ
て
曳
山
へ
と
発
展
し
た
。

山
車
(
だ
し
)
は
主
と
し
て
関
東
方
面

日

の
呼
び
名
関
西
で
は
山
(
や
ま
)
と
呼

ぶ
。
地
方
に
よ
っ
て
「
だ
ん
じ
り
」
「
や

た
い
L

「
や
ま
ぽ
こ
」
「
つ
き
や
ま
L

な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
発
達
の
し
か
た
や
飾
物

な
ど
に
よ
っ
て
異
っ
た
呼
び
名
が
あ
る
。

各
地
の
曳
山
の
巡
行
日

マ
石
動
の
曳
山

四
月
二
三
・四
日

マ
城
端
の
曳
山

五
月
一
五
日

四
月
一
五
日

マ
福
光
の
屋
台

マ
福
野
の
夜
高

五
月
一

・二
日

マ
出
町
の
子
供
歌
舞
伎
曳
山

五
月
一
・
二
日

マ
氷
見
の
祇
園
曳
山

七
月
二
ニ
・
一
四
日

マ
高
岡
御
車
山

五
月
一
日

マ
伏
木
の
曳
山

五
月
一
五
日

マ
放
生
津
の
曳
山

一
O
月
一
日

マ
海
老
江
の
曳
山

九
月
三
日

マ
大
門
の
曳
山

一
O
月
二
一

日

マ
八
尾
の
曳
山

五
月
五
日

マ
東
岩
瀬
の
曳
山

五
月
一
七
・
一八
日

マ
魚
津
の
タ
テ
モ
ン

八
月
七
・八
日

9 

獅
子
舞
調
査
に

ご
協
力
を

県
内
に
は
、
三
百
を
こ
す
獅
子
舞
が

伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
系
統

に
分
け
ら
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
詳
し
く
分
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
こ
の
保
護
の
た
め
、
実
態
調
査

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

係
の
者
が
調
査
に
訪
れ
た
際
に
は
、

お
手
数
で
し
ょ
う
が
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
獅
子
舞
に
関
係
の
あ

る
事
柄
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
事
で
も
結

構
で
す
か
ら
、
県
文
化
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
き
い
。



空から拝見

:福野町t

福
野
町
は
、
実
り
豊
か
な
砺
波
平
野
の
中
心
に
あ
り
、
交
通
の

要
所
と
し
て
開
け
た
。

全
国
に
先
が
け
て
農
業
の
近
代
化
が
進
み
、
ほ
場
整
備
事
業
や

農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
工
一
体
化
事
業
も
終
り
、
今
で
は
生
活

環
境
の
改
善
に
着
手
、
昨
年
に
は
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
も
完
成
し
た
。

今
年
は
、
産
業
文
化
会
館
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
厚

生
病
院
の
改
築
が
予
定
さ
れ
、
「
安
ら
ぎ
の
あ
る
福
祉
の
展
開
」

「
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備
」
「
豊
か
さ
を
つ
く
る
産
業
の
振

興
」
「
未
来
を
つ
く
る
教
育
の
充
実
」
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ヲ匂
。



自然や社会の事象に興味をもって接すること

から探究心や思考力の芽生えが 今日は落花

生を植える

県
幼
稚
園
教
育
の
概
要

未
来
を
に
な
う
子
ど
も
の
育
成
、
特

伸び盛りのエネルギーを思いっきり発散させる

に
幼
児
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
本
県
の
幼
稚
園
教
育
は
関
係

者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
、
し
だ
い
に
充

実
向
上
し
て
い
ま
す
。
五
一
年
五
月

現
在
で
は
、
九
九
の
幼
稚
園
が
あ
り
、

二
二
、
五
六
七
人
の
幼
児
が
通
園
し
て

い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
幼
児
総
数
五
三
、

五
七
七
人
に
対
し
約
二
五
%
に
あ
た
り
、

比
較
的
少
な
い
感
じ
を
う
け
ま
す
。
し

か
し
、
五
歳
児
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
と

四
0
・
二
%
に
な
り
、
保
育
所
へ
入
所

し
て
い
る
五
歳
児
五
四

・
五
%
と
合
わ

せ
る
と
、
約
九
五
%
の
幼
児
が
就
学
一

年
前
の
教
育
を
つ
け
て
い
ま
す
。

今
日
、
核
家
族
化
・
都
市
化
現
象
な

ど
社
会
構
造
の
変
化
が
さ
ら
に
進
む
に

従
っ
て
、
家
庭
の
範
囲
だ
け
で
は
子
ど

も
の
遊
び
場
や
人
間
関
係
が
ま
す
ま
す

狭
小
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

お
と
な
の
中
だ
け
で
は
子
ど
も
は
育

ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
子
ど
も
の
中
で

すこやかな富山の子ども

l生涯教育推進の方略岬L幼児教育の撮興発展策 l

11 11 

〈生涯教育推進本部〉ー・・・・〈乳幼児教育振興研究協繊会〉
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; ¥.，_ん/---- : 
: - 市社会/・社会教育i : 

ト環境改善J : 
L・ーーー-----ーーーー --------ー ーーーーーーーーー・ーーーーー一ー_..J

ま
た
自
然
や
、
広
い
空
間
、
遊
び
の
世

界
の
中
で
こ
そ
人
の
子
ら
し
く
育
つ
の

で
す
。
幼
稚
園
の
よ
り
よ
い
環
境
の
中

幼稚園における幼児収容状況(51.5)

収図幼児数 収容率

幼児総数

国公 毒ム 計 (%) 

5歳児 16，982 3，007 3，825 6，832 40.2 

4歳児 17，863 1，538 3，726 5，264 29.5 

3歳児 18，732 37 1，434 1，471 7.6 

計 53，577 4，582 8，985 13，567 25.3 
自ーーームー

れ
ま
す
。

?
I
l
l
1
1J
 

県
で
は
、
生
涯
教
育
推
進
本
部
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
乳
幼
児
教
育
の
推

進
を
め
ざ
す
施
策
を
掲
げ
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
昨
年
二
月
、
「
乳
幼
児
教
育

振
興
研
究
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
乳
幼
児
を
と
り
ま
く

環
境
を
、
家
庭
、
教
育
施
設
、
社
会
の

広
い
視
点
か
ら
見
直
し
、
現
在
、
子
ど

も
達
が
す
こ
や
か
に
育
っ
て
い
る
か
ど

う
か
の
発
達
上
の
問
題
、
こ
れ
に
係
る

両
親
、
祖
父
母
等
の
家
庭
の
問
題
、
幼

体全部で表現しましょうこちらは音楽にあわせてリズム体操

先生に朝のあいさつをする登園は母親と一緒に

きで
と
遊ひ
びと

り
健ひ
康と
なり
かの P

ら幼
だ児
とが

探き
究い

12 

心
や
情
緒
を
ゆ
た
か
に
し
て
い
.
く
よ
う

に
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

県
と
し
て
は
、

・幼
児
教
育
推
進
計
画

を
立
て
、
施
設
設
備
の
充
実
や
、
教
員

(幼児総数は50.10.1現在の国勢調査による )

資
質
の
向
上
を
め
ざ
す
研
修
機
会
の
充

実
、
ま
た
、
幼
稚
園
の
場
を
通
し
て
の

幼
児
教
育
相
談
の
機
会
を
図
る
な
ど
し

て
、
幼
稚
園
教
育
の
振
興
に
努
め
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
教
育
振
興
研
究

協
議
会
の
推
進

子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
は
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
、
否
、
母
体
に
宿
る
時
か
ら
庇

護
、
養
護
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら

稚
園
、
保
育
所
等
施
設
教
育
に
お
け
る

問
題
、
あ
る
い
は
遊
び
場
や
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
な
ど
、
乳
幼
児
に
係
る
社
会
環
境

の
問
題
等
を
と
り
上
げ
て
、
調
査
研
究

を
行
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
教
育
に
関
わ

る
各
機
関
、
施
設
等
が
相
互
に
い
っ
そ

う
連
け
い
し
て
、
乳
幼
児
の
た
め
の
よ

り
望
ま
し
い
対
策
を
考
え
、
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
き
ん
の
広
い
ご
理
解
と
、

積
極
的
な
ご
意
見
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と

歩
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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かわいい給仕さんに早変り昼食の時は



社
会
教
育
問
団
体

年
度
当
初
の
総
会
を
終
え
、
県
内
の
各

社
会
教
育
団
体
ガ
動
き
出
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
を
も

富
山
県
視
聴
覚
教
育
協
議
会

-
視
聴
覚
を
通
じ
た
社
会
教
育
を

視
聴
覚
を
通
じ
た
社
会
教
育
の
振
興

を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

ω視
聴
覚
教
材
選
定
委
員
に
よ
る
視
聴

覚
教
材
の
購
入
。

ω視
聴
覚
を
用
い
た
学
習
活
動
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
目
録
と
学
習
活
動
事

例
を
発
行
。

ω各
種
研
究
協
議
会
の
開
催
と
研
究
会

へ
の
派
遣
。

富
山
県
新
生
活
運
動
協
議
会

.
新
し
い
価
値
観
へ
転
換

激
し
い
社
会
的
経
済
的
変
動
の
中
で、

生
活
や
物
に
対
す
る
価
値
観
を
転
換
さ

せ
よ
う
と
、
①
資
源
を
大
切
に
す
る
運

動
、
②
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
、

③
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
、
こ
と
し
の

運
動
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
「
資
源
運
動
」
と
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
動
」
が
相
五
に
か
か
わ
り

こ
の
と
こ
ろ
、
婦
人
の
社
会
参
加
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

国
際
婦
人
年
に
は
、
メ
キ
シ
コ
で
聞
か

れ
た
国
際
会
議
で
婦
人
の
「
世
界
行
動

計
画
」
が
採
択
さ
れ
、
今
年
は

人
参
政
権
行
使
三
十
周
年
」
に
あ
た

っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
婦
人
の
社
会
参
加
に
も

い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
最
近
と
く
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

H

婦
人
の
ポ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動
。。

こ
の
ポ
ラ
ン
テ

ィ

ア
活
動
に
、
新
し
い
形
の
も
の
が
加
わ

n，
牢
A
F
I
し
十
九
。

「
社
会
教
育
の
面
で
の
ポ

ラ
ン
テ

ィ
ア
を
」
と

い
‘
つ
こ
と
で
、
ム
ウ

そ
の
養
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

-
匂
と
し
の
活
動

っ
こ
れ
ら
の
団
体
ガ
、
こ
と
し
は
ど
ん
な

活
動
を
目
ざ
し
て
い
る
か
、
十
団
体
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

あ
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職

場
で
の
運
動
の
一
体
化
を
図
り
ま
す
。

富
山
県
図
書
館
協
会
・

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
何
で
も

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
何
で
も
」
。

住
民
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
こ
た
え

る
た
め
、
新
鮮
で
、
豊
富
な
資
料
を
収

集
し
、
そ
の
効
果
的
な
運
用
と
、
図
書

館
未
設
置
村
の
解
消
、
サ
ー
ビ
ス
網
の

拡
大
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
盟
富
山
県

支
部
・
リ
ー
ダ
ー
不
足
の
解
消
へ

ス
カ
ウ
ト
は
、
決
し
て
特
定
の
少
女

達
の
集
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

組
織
を
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
の

不
足
で
あ
る
た
め
、
昨
年
に
引
続
き
、

①
リ
ー
ダ
ー
養
成

②
ス
カ
ウ
ト
入
口
の
拡
大

H

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
と
い
う
と
、
従
来

は
と
か
く
、
左
人
や
児
童
の
悩
祉
施
設
を
慰

問
し
た
り
、
心
身
障
害
者
地
設
で
の
お
世
話

を
す
る
と
か
、
駅
や
街
路
の
市
川
奉
仕
を
す

る
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
社
会
福
祉
面
で
の
奉
、

婦

を
、
各
種
の
事
業
を
通
じ
て
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

富
山
県
P
T
A
連
絡
協
議
会

-

「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
を
願
い

「
た
く
ま
し
い
子
ど
ん
」
へ
の
成
長
を
願

い
、
次
の
活
動
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
単
位
P
T
A
に
お
け
る
学
習
活
動

の
盛
り
あ
げ
、
②
子
ど
も
た
ち
の
部
活

動
や
野
外
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
た

め
の
環
境
整
備
、
③
チ
ユ
|
夕
|
制
度

や
広
報
活
動
め
充
実
。

地
域
社
会
の
課
題
に
応
え
、

P
T
A

本
来
の
目
的
に
か
な

っ
た
成
人
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

富
山
県
婦
人
会

-
新
し
い

生
活
知
識
・
技
術
を

当
面
す
る
厳
し
い
社
会
状
況
の
下
で

新
し
い
生
活
知
識
、技
術
を
学
び
、
乳
幼

児
教
育
の
充
実
、
省
資
源
、
再
利
用
の

推
進
、
さ
ら
に
、
賢
い
消
費
者
と
し
て

仕
活
動
と
し
て
と
ら
、
手
り
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
新
た
に
社
会

教
育
而
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
制
祉
に
限
ら
ず
地
域
社
会
の
あ

の
経
済
感
覚
を
高
め
、
組
織
の
強
化
と

融
和
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
婦
人
の
能
力
を
開
発
し
、
そ

れ
に
適
し
た
社
会
参
加
を
す
す
め
る
た

め
、
「
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
山
県
連
盟

-

一
日

一
善
を
モ
ッ
ト
ー
に

重
点
目
標
は
、
①
組
織
の
拡
夫
、
②

指
導
者
の
養
成
、
③
有
峰
野
営
場
及
び

研
修
棟
の
整
備
と
活
用
|
|
。

県
下
回
、五

O
O名
の
ス
カ
ウ
ト
が
、

一
日
一
善
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
活
発
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
見
直
し
と
、

隊
及
び
団
運
営
の
再
検
討
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
青
年
団
協
議
会

・
豊
か
な
青
春
を

〈単
位
組
織
の
充
実
と
強
化
を
図
ろ

う
〉
〈
地
域
課
題
を
は
り
起
こ
し
、
青
年

団
運
動
に
結
び
つ
け
よ
う
〉

を
回
復
し
豊
か
な
青
春
を
送
ろ
う
〉
|
|

〈人
間
性

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
在
学
青
少

年
の
社
会
参
加
と
、
校
下
支
部
の
青
年

団
組
織
の
拡
充
を
重
点
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
っ
ち
、
と
く
に

-
』
-

ら
ゆ
る
分
野
に
、
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
勤
労

百
少
年
の
悩
み
ご
と
の
相
談
相
手
に
な
る
。

留
守
(
丞
隠
の
乳
幼
児
の
世
話
や
家
事
手
伝
い
、

育
児
相
談
に
応
じ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
財
の
へ

婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
始
ま
る

あ
な
た
も
新
し
い
生
き
が
い
を
・
.... 

保
護
活
動
に
参
加
し
、
博
物
館
や
美
術
館
で

の
展
示
解
説
も
行
う
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輸
が
広
ま
っ
て
き
た

の
で
す
。

文化の輪をひ励なう
.皇室盟組長量重盛温・

「文化の輪をひろげよう」を合い言葉に

第 25回富山県芸術祭が、 J月31日から 11月

30日まで、県下一円でくりひろげられます。

これは本県芸術文化の第一線に活躍する

各団体が、平素からの創造活動の成果を発

表し、広〈県民の皆さんに 、鑑賞の機会を

提供しようとするもの。 あわせて、記念行

事・参加行事も多彩 に聞かれます。 多数 ご

参加く だ さい。

婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
婦
人
が

女
性
と
し
て
の
特
性
や
、
自
分
の
特
技
、
生

活
体
験
を
生
か
し
、
し
か
も
自
発
的
継
続
的

に
立
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
望
ま

し
い
姿
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
北
礎
的
な
知
識

と
、
専
門
的
な
技
能
の
習
得
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
聞
き
、
さ
ら
に
、

第
四
回
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
(
八
月

・
シ
ベ

リ
ア
)、
青
年
大
会

(八
月

・
魚
津
市
)

ふ
る
さ
と
運
動
推
進
大
会
(
九
月

・
立

山
一
帯
)
の
充
実
を
期
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
青
年
学
級
振
興
協
議
会

・
清
新
で
魅
力
あ
る
学
級
へ

勤
労
青
年
の
学
習
意
欲
に
応
え
る
た

め
、
青
年
学
級
振
興
法
に
基
づ
い
て
開

か
れ
て
い
る
県
下
二
百
有
余
の
青
年
学

級
が
、

「
清
新
に
し
て
魅
力
の
あ
る
学

級
」
に
な
る
よ
う
期
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
こ
と
し
は
、

ω青
年
学
級
主
事
の
研
修
事
業

ω学
級
訪
問
に
よ
る
経
営
相
談
事
業

14 

を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

富
山
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
住
民

の
自
主
的
な
学
習
に
応
え
よ
う

①
あ
る
べ
き
公
民
館
の
究
明
、
②
公

民
館
職
員
の
育
成
強
化
、
③
中
央

・
地

区
公
民
館

・
分
館
等
の
連
携
強
化
が
こ

と
し
の
重
点
目
標
。
公
民
館
が
地
域
に

お
け
る
社
会
教
育
の
中
心
的
施
設
と
し

て
、
住
民
の
自
発
的

・
自
主
的
な
学
習

に
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
育
成
強
化
面
で
は
、
昨
年
に

つ
づ
き
、
年
間
十
回
の
「
社
会
教
育
講

座
」
を
聞
く
予
定
で
す
。

.炉

講
座
を
終
了
し
た
婦
人
が
向
主
的
な
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
実
際
の
活
動
に
従
事
す
る
こ
と

を
則
待
し
、

A
7
年
度
か
ら
初
め
て
「
婦
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
事
業
」
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
県
内
で
は
、
富
山
市
な
ど
五
つ
の

市
と
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

財
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
社
会
に

対
す
る
奉
仕
活
動
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
活
動
を
と
お
し
て
自
分
の
能
力
を

伸
ば
し
、
自
分
自
身
を
豊
か
に
し
、
社
会
連

輩
思
識
を
高
め
、
き
ら
に
は
、
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

持
さ
ん
も
大
い
に
参
加
し
、
新
し
い
喜
び

新
し
い
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
連
絡
は
、
富
山
市
、
新
湊
市
、
魚
津
市

砺
波
市
、
入
善
町
の
社
会
教
育
判
当
課
へ
。
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昭和51年度芸術文化関係主要行事予定表

行事名 期間 会場

第 25田県芸術祭 8月 -11月 県下一円

(1)第四回吹奏楽まつり Us(臼) 富山市公会堂

(2)第18回県短歌大会 %(臼) 常民奪董
(訪室演内奏楽会協会定期 %仕) 教オミ育ー-文Jレ化会館

(4)第 24回合唱まつり %;(日) 教オミ育ーー文ノレ化会館

(5)洋楽演奏会 %仕) " 
(6)日本舞踊大会 %仕) 氷ホー見市ル民会館

(7)邦楽減奏会 %仕) " 
(8)第 2U田県華道展 %出一%(円) 県A民-会B館展示場

" 11月上旬 高岡市

(9)民 官岳民舞大会 10月 立オミー山ー町ノレ民会館

(10)北陸住道院展 %仕)一切明) 県民会館美術館

(11)美術迷脱展(日本画) 未定 " 

" 
(彫盟) " 

'xi附一%伺)

(工芸) ! 'xo附-%(臼) " 
( {!} ) " 
(写真) " 

(12)小型映画作品発表会 %仕) 県40民1会キテ館霊至

(13)洋舞合同公演 %仕) 県民会館ホール

(14)第 3因子ども美待部 11月上旬 県民会館

(15)造形教育展 11月 量暴裏励宣官
(16)ス第 6ト回ラ青主主少期年演オ奏ー会ケ %;(日) 繋空7E化会館

(1内第 6回詩人祭 ~?(円) 教50育1文号化室会館

万0B9))文霧第学装3回奥事長目雲山校県演児劇童
%(刈 高オミー岡ー市ノレ民会豊富

%附-%仕) 高富岡山新市開会館

側第シ 6ン回ポ文ジ学ウム %(口) 今夏李基会館

~1)大茶会 10月・ 11月 富岡市山市/端/海竜老寺>;<大野屋高

α2)子ども芸術祭 ~仕) 入醤西中学校

間)詩日今剣舞大会 %(口) 県農協会館

α4)演劇発表会 未定 教育文化会館

記念行事

移動芸伺i汚安部課f支公演 ラ~(月) 県民会館ホール

移動芸術樹新劇公演 %(火) 県民会館ホール

参加行事

巡回県民劇場 8月一 10月 県下 6か所

学校巡回劇場 9月一 10月 小中学校



前
回
は
、
私
た
ち
富
山
県
民
の
所

得
が
ど
こ
で
生
み
出
さ
れ
(
生
産
所

得
)
ど
こ
に
-
分
配
さ
れ
た
か
(
分
配

所
得
)
を
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
所
得
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
(
支
出
所
得
)
を
四

九
年
度
の
富
山
県
民
所
得
推
計
結
果

か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
県
民
総
支
出
は

l
i
t
-
七
・
玉
川引
の
低
い
伸
び

四
九
年
度
の
富
山
県
民
総
支
出
は

一
兆
三
二
四
二
億
二
六
百
万
円
で

前
年
度
よ
り
一
七

・
五
行
増
え
ま
し

た
。こ

の
県
民
総
支
出
は
、
飲
食
費
、

被
服
費
、
住
居
費
な
ど
個
人
や
家
族

が
生
活
費
と
し
て
支
出
す
る
個
人
消

費
支
出
と
、
企
業
や
政
府
が
建
物
と

か
機
械
設
備
に
投
資
す
る
県
内
総
資

本
形
成
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

(図

l
)。

-
家
計
消
費
者
支
出
は

|

|
実
質
伸
び
悩
み

個
人
消
費
支
出
の
中
で
も
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
の
が
家
計

消
費
支
出
で
総
額
は
六
七
二
五
億

個人消費
「 一一一家計消費支出
| 支出
I --- i 住宅

県民 I r民間寸
総支出寸 固定資本 I L企業設備

I I形成 | ー 仕 空

L県内総 J L財 政 斗 ー }

資本形成 I L一般財政

」在庫品増加

図1県民総支出の内訳
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図3民間固定資本形成の対前年度伸び率
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図4支出所得の項目構成比較

富山県
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一
百
万
円、

前
年
度
よ
り
二
四

・
一

軒
伸
び
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

飲
食

費
、
光
熱
費
、
雑
費
は
物
価
が
上
昇

し
た
こ
と
も
あ

っ
て
大
幅
に
増
加
し

↓手、
し
た
。

(
そ
れ
ぞ
れ
二
五

・
五
軒

増
、
三
六

・
二
軒
増
、
二
八

・
一
行

一
方
、
住
居
費
は
比
較
的
小
幅

増な
伸
び
に
留
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
消
費
支
出

の
大
幅
増
加
も
収
入
の
伸
び
(
個
人

所
得
二
六

・
四
軒
増
)
に
比
べ
る
と

低
い
こ
と
や
、

物
価
の
上
昇
を
差
し

引
い
た
実
質
消
費
支
出
で
み
る
と
、

三

・
七
行
増
と
な
り
、
む
し
ろ
伸
び

悩
み
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
内

訳
を
み
て
も
飲
食
費
や
被
服
費
の
割

合
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
石
油

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
消
費
節
約
の
一
端

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
一
方
で
は
教
養

・
娯
楽
費
を
含
め

た
雑
費
の
割
合
が
大
き
く
伸
び
て
い

る
こ
と
か
ら
生
活
水
準
が
引
続
き
向

上
し
て
き
で
い
る
こ
と
も
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

図
2 

ま
た
個
人
貯
蓄
は
年
々
高
ま

っ
て

お
り
、
こ
と
に
四
九
年
度
は
先
行
き

不
安
に
よ
る
消
費
節
約
を
反
映
し
て

貯
蓄
率
は
昭
和
四

0
年
度
以
来
最
高

の
二
四

・
一
%
と
な
り
ま
し
た
。

住居費

的
年
度

必
年
度

叩
年
度

50 

40 

20 

10 

的
年
度

的
年
度

日
同
年
度

60 

50 

20 

10 

40 

30 

品 目 宝名 がI 単位
ii!fiキ各 4月からみ

品目 章者 がj 単位 価(FI.俗J2_ 4月井か唱らみ%) 
(円 } た上昇2干彩d fこ l三

食ノf ン 普通品 1 kg 282 。み そ 並、袋入(lkg入) l袋 235 3.5 

且ラ川ー市 メン 即席中華めん袋入り 100g 47 0 砂 糖 上白 1 kg 278 。
あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 96 ム4.0 レモン l個約110g、「サ ンキスト」 1 kg 475 17.9 

さ lま 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 33 6.5 パナナ 1 kg 188 ム1.1

し、 力、 するめいか 100g 104 22.4 ち り紙 白ちり 3号 、 クレープ付 800枚 157 。
牛 肉 中 100g 325 o せt先んたく用斉IJ 合(2成65洗kg剤入、)粒状箱入 l箱 653 。
豚 肉 中 100g 193 ム1.0 ベニヤ板 2ラ類ワ1等ン(材18、2c普m通X9合1c板mX、2J.7A MS ) 1 ま女 345 。

プレスハム、上 100g O ワイ(シì1~ャキ方ツ) ブカッロター ポ番リ手エ、スアル普混通紡品 l枚ノ、 ム 178 ー ド80 白、 2，333 11.1 

牛 手L加工乳(200c.c入)月極め 1本 51 0 せんたく代 綿配達、ワ、料イ金シ後ャ払ツ(いカ ンター) l枚 108 。
鶏 os 1個約60g 1 kg 317 ム1.6 士丁 f由 白灯油、詰替売り、配達 18.e 740 。
キャベツ 1 kg 226 ム26.b

フ。ロノマン
体積売り・ 一般家庭用 10m' 3，060 。

ガス

ほうれん草 1 kg 207 9.5 ガ自 ソ動円 車ン 無鉛ガソリン現 金売り・ 1 .e 113 。
大 キ艮 、 1 kg 189 ム10.4 理髪料 夫人調髪(洗髪を含む) l回 1，675 。
大 -'fL 黄白豆 100g ム9.7

ノマーマネン
コールド(セ ッ トを含む) l回 3，825 。28 トイ℃

しょう油 波「大口手、銘特柄・び」ん詰(2Q入) 1本 430 。ノトマンン アキンイ スグ →ナナイイロ ン1005%~、プレーン、
1足 200 。

ズ M、15-20デニール

-
設
備
投
資
は

|

|
大
幅
に
減
退

県
内
総
資
本
形
成
は
五
五

O
O
億

一
五
百
万
円
で
、
そ
の
う
ち
住
宅
や

企
業
の
設
備
投
資
な
ど
の
固
定
資
本

形
成
は
四
七
七
一
億
二
二
百
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
わ
ず
か
六

・
七
行

し
か
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
年
度

の
三
二

・
九
軒
の
増
加
と
比
べ
る
と

投
資
意
欲
の
減
退
あ
る
い
は
先
行
き

不
安
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
民
間
住
宅
は
こ

こ
数
年
続
い
た
住
宅
ブ
ー
ム
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
九

・
五
計
増
に
留
ま
り
、

民
間
企
業
の
設
備
投
資
も
従
来
活
発

な
投
資
を
行
な

っ
て
き
た
ア
ル
ミ
関

係
機
械
な
ど
の
業
種
で
不
況
を
反
映

し
減
少
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
三

・
六

行
増
に
留
ま
り
ま
し
た
。(図
3

そ

国

・
県

・
市
町
村
な
ど
の
財
政
部
門

で
は
住
宅
が
用
地
の
取
得
難
か
ら
伸

び
ず
、
建
設
工
事
、
土
木
工
事
な
ど

も
総
需
要
抑
制
策
が
引
続
き
と
ら
れ

た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
伸
び
ま
せ
ん
で

ー

ν
h
~
。

-
在
庫
は

|
|
|
調
整
す
す
む

工
場
の
生
産
物
や
商
屈
の
仕
入
品

な
ど
の
在
庫
品
増
加
は
、
七
二
八
億

九
三
百
万
で
、
前
年
度
に
比
べ
わ
ず

"・

富山市の品目別価格(5月分)

か
四

・
五加
わ
増
で
し
た
。
こ
れ
は
不

況
の
浸
透
に
よ
り
製
造
業
な
ど
で
生

産
を
手
控
え
た
た
め
在
庫
調
整
が
す

す
ん
だ
結
果
で
、
前
年
度
が
約
三
倍

の
大
量
在
庫
積
増
し
を
示
し
た
の
と

は
対
照
的
な
動
き
と
な
り
ま
し
た

0

.
四
九
年
度
の
特
徴
は

|
|

個
人
消
費
支
出
が
下
支
え

従
来
か
ら
、
富
山
県
民
所
得
は
総

資
本
形
成
、
中
で
も
民
間
企
業
の
設

備
投
資
の
割
合
が
全
国
的
に
比
べ
て

高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

四
九
年
度
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
前
年
度
よ
り
低
下

16 

し
た
こ
と
が
目
立
ち
ま
し
た
。(
図
4
)

こ
の
こ
と
は
、
物
価
の
上
昇
を
差
引

い
た
実
質
で
み
て
も
わ
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
実
質
個
人
消
費
支
出
が
前

年
度
に
比
べ
て
三
・
七
行
増
加
し
た

反
面
、
実
質
県
内
総
資
本
形
成
は
八

・
四
切れ
減
と
、
こ
こ
十
年
で
初
め
て

マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
四
九
年
度
の
県
民

総
支
出
に
お
い
て
は
、
一
方
の
柱
で

あ
る
総
資
本
形
成
の
落
ち
込
み
が
大

き
か
っ
た
た
め
に
他
方
の
柱
で
あ
る

個
人
消
費
支
出
が
低
い

伸
び
な
が
ら

か
ろ
う
じ
て
需
要
の
下
支
え
の
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

淫・生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格、そ の他の品目は中旬の価 格です。ム印は、マイナスを示 して います。
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-県政のう ごき

5月 4日 ・ 。うまい米づくりの村市 50か所を指定
I ..J ・~ 司' コシヒカリを重点的に作付け

東北産のササニシヨ?と並んで県外消費地で人気のあ

るコシヒカリ。このコシヒカリを中心にうまい富山米

の生産拡大を図ろうと、昨年うまい米づくりの村50か

所が指定きれましたが、 1日、県は新たに50か所を指

定しました。

新設50か所をあわせた参加戸数は 1，736戸、全水田

面積1，958ha。コシヒカリをつくる面積が471haと、全

水田面積の24.1%、昨年度指定の22.6%を上回りまし

た

また、県種子協会が21日まとめた来年度の種子もみ

予約申し込みでは、コシヒカリが全体の26.3%(50年

11.1%、51年18.3%)、越路早生が24.1% (50年16.7%

51年19.4%) と消費者から好まれる品種が急増しまし

た。

月 8日 ・ カドミ実験回
' 八尾、大沢野に新設

県は 8日、 神通川流域カドミウム汚染田の復元工法

を決めるための実験田を、新たに大沢野町西塩野、八

尾町西神通の 2か所につくることを決めました。

神通川流域でカドミウム汚染地域に指定されている

のは 1 ， 004ha~このほ、りますが、県では48年度から実験田

をつくり、復元工法を研究してきました。この結果、

客土の深さが10cmでは効果がアンバランスであり、 15

cmでほほ、効果が安定することがわかりました。このた

め今年度は、今回新設された 2か所を含めた 5実験回、

l実験事業団で、 10cm以上の客土のなかでも効果が安

定的に高い15cm-20cmの客土を重点に研究を進めます。

月10日 ・ 愛鳥週間スタート
" 16固まで多彩な行事

10日、愛鳥週間がスタートしました。県内では16日

までの毎日、次のような行事が聞かれ、小中学生など

多くの県民が、愛鳥思想、に触れました。

<10日〉県内の小学校 6年生14，800人が、県内全域の

ツバメの生息調査。また、愛鳥ポスター、標語の入

選者を県庁で表彰。

く11日〉呉羽少年自然の家で中学生が野鳥について勉

強。

<12日〉県庁自然保護課で野鳥相談の日 。

<13日〉呉羽少年自然の家で小学生が野鳥を観察。

く14日〉富山市城土止公園など 3か所で、園児が風船に

器購臨踊酷醐臨輯盟輯醐

5月 4 日~31 日

野鳥のエサをつけて空へ。

<15日〉将来、幼児教育にたずさわる短大生が、呉羽

山で野鳥をテーマにした自然教室に参加。

<16日〉ことし最初のふるさとパス教室、自然めぐりか

が、二上山で探鳥会。

5月15日 ・ 253Z72JJF開通

まだ深い雪の壁がつづく大谷でテープカット

15日、立山黒部アルペンルートが全線開通しました。

この日は、きれいに晴れ上がった青空が終日続き、深

い雪の壁がつづく大谷で栗林副知事らが開通のテープ

カットをしたあと、室堂ターミナル周辺で、神事など

、雪の祭典。がくり広げ‘られました。

5月刊日・ 県内の政治団体は518/政治資金
I ..J IV~ ・' 規正法の改正により県選管へ届け出

ことし 1月 1日、政治資金規正法が改正きれました

が、県選管は19日、これに伴う県内政治団体の届け出

が同日までに518にのぼ‘ったと発表しました。

政治団体の活動の明朗化をねら った政治資金規正法

の改正は、①園、県、市町村と 3段階に分けられてい

た政治団体を県一本にまとめ、従来の団体は改めて県

選管へ届け直す②政治団体への個人、法人の寄付金を

制限する一一を骨子としています。届け出はこれによ

るものですが、寄付金制限もあって、 1人の政治家に

対する政治団体が細分化される傾向が目立ちました。

5月19日 ・ 県警音楽隊*水曜コンサート砂ストト

' 今後も月 1回昼休みに

19日の昼休み、県庁前広場に、県警音楽隊29人の演

奏が鳴り渡りました。この野外コンサートは、結成19

年を記念した初の試みで、名づけて、水曜 1時間コン

サート:好天気の噴水前に集ったサラリーマン、 OL、

19 
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家族連れなど約 500人を、「コバルトの空Jiこきりこ」

「へイジュードJiおよげノタイヤキくん」など11曲の

演奏で魅了しました。

県民へのアプローチを図ろうというこの試みは、月

1固定例の水曜コンサー卜として続けられます。

県庁噴水前広場で初の野外コンサー卜

ロ [企第2次農業構造改善事業なとo

5月21日・，------:JL I L..J・.，11地区を指定、認定

県は21日、国の採択決定に伴い 今年度の第二土農

業構造改善事業、自然休養村整備事業、山村地域農林

漁業特別対策事業に、 8市町村、 11地区を指定、認定

しました。認定は今年度から事業実施、指定は今年度

に計画をたて、 52年度に着工します。事業内容と指定、

認定地区は次の通りです。

b第二次農業構造改善事業

大規模、高生産性の農業を育成するため、生産基盤

の整備や近代化施設の導入などを行うもので、富山市

本郷など 5地区が指定、滑川市早月加積など 3地区が

認定されました。

1>自然休養村整備事業

観光農林漁業を含む自立経営の実現、農山漁村の環

境保全と都市生活者に余暇利用の場を提供することを

目的とし、今回は福光町南部地区が認定をうけました o

b山村地域農林漁業特別対策事業

山村振興法に基づいて指定された振興山村の総合的

施策の一環として、休養資源を整備するもので、魚津市

と福光町が認定きれました。

5月23日・v、るさと歩道明1号開通
I .J ~U L......J司'大沢野町御前山・神通峡のコース

昔の炭焼き用や下刈り用の山道などを整備して、家

族やグループが日帰りで、気軽に歩ける回遊コース…...

V、るさと歩道H は置県百年を記念してつくられてい

ますが、その第一号の開通式が23日行われました。

場所は大沢野町御前山 ・神通峡のコース。テープカ

ットのあと雨の中を散策に出発、午後からは雨も上が

り、富山平野、立山、神通峡などを一望、参加者は大

喜びでした。

このホふるさと歩道かは、昭和58年度までに、県内

11か所につくられます。

a‘富山新港グリーンベルト造成5月24日 ・ へ動き出す 担

富山新港のグリーンベルト造成事業が、早ければ 9

月に用地取得を始めることが決まりました。

これは、 24日に新湊市が計画策定に同意、 3月29

日の高岡市の同意と合わせ地元 2市の同意書がそろ っ

たため。新港工業地帯から排出する煙や騒音を防止し、

あわせて住民の公固などにしょっと、 45年の第 4次県

勢総合計画に盛りこまれて以来 6年ぶりに着工へ動き

だしました。

E コ i"'1.‘低成長下の総合的な雇用安定対策を
5月26日 ・ 県雇用労働問題総合会議が初会合

低成長時代の深刻な雇用不安と失業者の増大に対応

した総合的な雇用安定対策をさぐるい県雇用労働問題

総合会議かの初会合が26日県民会館で聞かれました。

同会議は、現下の県の各種労働、雇用関係会議はじ

め審議会が、いずれもタテ割りで、横の連絡に欠ける

ため設立が急がれていたもの。栗林副知事が座長にな

り、県内の労使双方と学識経験者、行政の代表者20人

が活発に意見を交換しました。

白 [ 企 県営高岡武道館が完成

5月31日 ・ 県西部武道振興の中心に

待望の高阿武道館は、高岡市前田町に、総工費 2億

円余りをかけて建設中でしたが、 31日竣工しました。

完成した武道館は、鉄筋 2階建て。 1階が柔道場、

2階が剣道場にな っており、両道場とも公式戦 2試合

が同時に行える広さがあります。また屋根は、採光を

考えて一部を高くした ホ越屋根造り :五箇山の合掌造

りに似ています。

完工式では中田知事が「県民ひとり lスポーツ振興

の拠点として利用してほしい」と式辞。翌る 6月1日

から開館しましたが、県営富山武道館と並ぶ武道振興

の中心として期待されています。
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献
血
は
あ
な
た
自
身
の
た
め
に

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
お

県
下
に
は
、
働
き
た
い
主
人
、
働

け
る
主
人
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

-vド
ラ
イ
バ
ー
献
血
の
お
す
す
め

い
つ
も
事
故
と
と
な
り
合
せ
の
自
動

車
運
転
者
が
、
お
互
い
に
献
血
を
通
じ

/
新
湊
市

と
し
よ
り
の
生
活
上
の
問
題
や
仕
事

を
担
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

0

・
血
液
検
査
サ
ー
ビ
ス

献
血
さ
れ
た
血
液
を
検
査
し
、
異
常

第
一
金
曜
日

四
・七
・十
月

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受
け

る
ほ
か
、
希
望
に
よ
り
就
職
の
あ
っ

せ
ん
む
行
う
機
関
で
す
。
六
十
五
歳

以
上
で
、
仕
事
を
求
め
て
お
ら
れ
る

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
若
い
人
と
同

じ
条
件
で
は
体
力
的
に
無
理
で
す
が
、

魚
津
市

偶
数
月

(四
、六
、
八
、
十
、
十

二
、
二
各
月
)

第
三
土
曜
日

て
助
け
合
う
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
ド

む
し
ろ
高
齢
者
に
適
し
て
い
る
仕
事

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

奇
数
月
(
五
、
七
、
九
、十

一、

と
考
え
ら
れ
た
場
合
は
本
人
に
通
知

黒
部
市

ラ
イ
パ
|
献
血
を
始
め
ま
し
た
。

病
気
の
早
期
発
見
と
子
防
に
役
立
て
て

一
、三
各
月
)

第
三
土
曜
日

方
は
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

富
山
県
運
転
教
育
セ

ン
タ
ー

場
所

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

①
臓
器
障
害
、
②
栄
養
不
良

・
体
の
衰
弱

③
糖
尿
病

・
甲
状
線

・
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

蓄
積
、
等
6
項
目
の
検
査
を
オ
ー
ト
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
に
よ
り
自
動
的
に
分
析
し
て
い

ま
す
。

そ
の
他
A
B
0
・
R
H
+
一の
血
液
型

や
梅
毒

・
肝
機
能
・

H
B
抗
原
の
各
検
査

も
行

っ
て
い
ま
す
。

-v定
期
献
血
場
所
は

四
、
七
、
十
、

一
各
月

小
矢
部
市

おとしよりに職場を

(通
称
「
交
通
村
」
富
山
市
高
島
地
内
)

ご
希
望
、
健
康
状
態
な
ど
を
よ
く
聞

第
三
火
曜
日

高齢者無料職業紹介所

き
、
お
と
し
よ
り
向
き
の
仕
事
を
お

免
許
証
の
新
規
取
得
記
念
に
ま
た

八
、十

一
、
二
各
月

氷
見
市

世
話
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
さ
れ
た
仕
事
の
内
容

年
に
一
度
の
更
新
時
に
ぜ
ひ
ご
協
力

第
一
火
曜
日

ド
ラ
イ
バ
ー
献
血

井 -

tf主

月

を

20  

-
免
許
証
ケ

l
ス
に
献
血
手
帳
を

に
つ
い
て
、

一府
用
主
と
直
接
面
接
す

土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
(
富
山

も
し
不
幸
に
し
て
、
事
故
な
ど
で
輸

る
場
を
も
、
つ
け
る
な
ど
、
お
互
い
の

市
高
島
「
交
通
村
」)

-v献
血
の
申
し
込
み
相
談
は

血
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
、
同
時
に
携

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
楽
し
く
勤
め

帯
し
て
い
れ
ば
迅
速
な
処
置
を
と
る

て
い
た
だ
く
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は、

左
記
へ

お
問
い

-
富
山
県
厚
生
部
薬
務
課

富
山
市
西
町

四
月
1
十
月

と
が
で
き
ま
す
。

第
二
日
曜
日

宮
富
山
出
・
4
1
1
1

富
山
駅
前

十
一
月
l
三
月
の
第
二
日

-
献
血
ス
テ
ッ
カ
ー

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
当
該
各
市
町
村

「献
血
を
し
て
安
全
運
転
を
」
と
印
刷

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

曜
日
と
毎
月
最
終
土
曜
日

高
岡
市
民
病
院
内
(
宮
高
岡
お

・
0

ゴ口:己て
包囲i回目仁
明 回目

富山駅

亡二::J==

高
岡
駅
前

富
山
市
舟
橋
南
町
五

l
一
四

井ー

昨
月

第
一
土
曜
日

2
0
4
月
水
金
曜
の
午
後
)

し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
お
渡
し
し
、
本
人
自

最
終
日
曜
日
、

富
山
県
社
会
福
祉
会
館
内

宮
〈
0
7
6
4
〉
詑

・
2
9
5
8

身
の
戒
め
と
献
血
困

の
立立

〉 !
役

-
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

宮
宮田
山
引
・

5
7
3
3

-v七
月
の
献
血
場
所
は

な
お
、
事
業
主
の
方
に
、
高
齢
者

の
能
力
を
見
直
し、

積
極
的
に
採
用

均

一

町

市

市

肺

町

町

附

一

苅

博

開

姑

噌

岡

制

一

上

新

高

小

.

4

曜
一
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土

日
月
火
水
木
金

土

日
月
火
水
木

金
土

入善町

城端町

富山市

富 山市

黒部市

高岡市

高岡市

富 山市

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日一

1

2

3
A4
5
6
7
8
9
m
u
u
u
u
日

目

口

回

目

羽

目

n
n
M
お

お

幻

招

m

m
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自主的なサークル活動もさかんゲーム(上)と会報づくり(下)

働
く
青
少
年
は
、
現
在
、
全
国
に

一
0
0
0万
人
。
こ
れ
ら
の
若
者
に

は
、
明
日
の
社
会
を
に
な
う
重
要
な

世
代
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

年
福
祉
法
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
施
策
と
あ
わ
せ
、
こ
の
法

律
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
七
月
の
第
三
土
曜
日
が
こ
の
日
に

あ
た
り
こ
と
し
は
七
月
十
七
日
で

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
健
全
な
成
長
を

は
ば
む
休
日
労
働
の
禁
止
、
危
険
有

害
な
就
労
の
制
限
な
ど
、
法
的
な
保

護
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
早
期
離
転
職
や
、
そ
れ

す
こ
の
日
は
、
広
く
国
民
に
、
勤
労

青
少
年
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
勤
労
青
少
年
自
身

に
伴
う
非
行
化
の
例
も
見
、
つ
け
ら
れ

る
の
が
実
情

こ
の
よ
う
な
、
勤
労
青
少
年
を
め

の
自
覚
を
促
す
た
め
の
も
の
で
す
。

一
般
住
民
が
、
雇
用
主
が
、
そ
し
て

働
く
若
者
自
身
が
こ
の
日
の
意
義
を

考
え
、
明
日
の
社
会
に
役
立
て
て
い

ぐ
る
社
会
的
な
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
、
昭
和
四
十
五
年
に
、

「勤
労
青
少

仕
事
の
疲
れ
を
い
や
し
、
明
日
へ

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に

き
た
い
も
の
で
す
。

の
活
動
力
を
生
み
だ
す
憩
い
の
場
l

l
l勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
は
、
働
く

若
者
が
余
暇
を
有
効
に
活
用
で
き
る

各地に勤労青少年ホーム

集
つ
若
者
の
う
ち
か
ら
サ
ー
ク
ル
が

つ
く
ら
れ
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
な
ど
に
自
発
的
な

活
動
を
始
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ク
ル
活
動
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い

ホームではいろいろな教室が

書道教室(上)と茶道教室(下)

ト
キ
つ
に
と
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
。

県
内
に
は
、
富
山

・
高
岡
を
は
じ
め
、

十
二
の
ホ
l
ム
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
で
は
毎
週
、
さ
ま
ざ
ま
な

整
査
教
室
が
聞
か
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
、
料
理
教
室
、
茶
道
教
室
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
。
こ
の
た
め
の

娯
楽
談
話
室
、
料
理
教
室
、
図
書
室
、

講
習
室
、
軽
運
動
室
が
各
ホ

l
ム
に

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

勤
労
青
少
年
の
日
を
中
心
に
、
各

ホ
l
ム
で
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
、
文
化

の
集
い
な
ど
多
彩
な
催
し
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
を
契
機
に
、

余暇を育効に

あ
な
た
も
ホ

l
ム
を
訪
れ
て
み
ま
せ

ま
た
ホ
ー
ム
は
、
仲
間
づ
く
り
の

ん
か
。



梅
雨
明
け
も
も
う
す
ぐ
。
真
夏
ガ
や

っ
て
く
る
と
多
く
な
る
の
ガ
、
疲
労
か

ら
く
る
居
眠
り
運
転
。
夏
の
ド
ラ
イ
ブ

は
、
い
か
に
睡
魔
と
た
た
か
う
か
ガ
安

全
運
転
の
鍵
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

唐
眠
り
運
転
防
止
の
芝
め
に
、
ま
ず
十

分
な
睡
眠
を
。
こ
の
ほ
か
、
決
の
よ
う

な
こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
発
前
に
十
分
休
憩
を
と
っ
て
お
く

・
運
転
申
は
、
目
を
す
え
な
い
で
、
つ

ね
に
目
を
動
か
し
つ
づ
け
る
。

・
日
光
ガ
強
け
れ
ば
、
良
質
の
サ
ン
グ

ラ
ス
を
か
け
る

・
車
の
窓
を
開
け
て
風
と
お
し
を
よ
く

す
る
。

・
定
期
的
に
車
を
と
め
、
休
息
し
、
軽

<
体
操
す
る
。

・
ひ
と
り
で
運
転
す
る
と
き
は
、
力
ー

ラ
ジ
オ
を
か
け
る
な
ど
す
る
。

・
疲
労
を
感
じ
だ
ら
交
代
す
る
か
、
安

全
芯
場
所
に
車
を
と
め
て
ひ
と
眠
り

す
る
。

・
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
だ
れ
も
ガ
安

全
な
運
転
を
I

l

-

-

*
疲
労
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
運
転
ミ

ス
を
す
る

・
信
号
を
見
落
と
し
た
り
、
な
れ
た
道

で
も
勘
違
い
。

・
げ
ん
惑
さ
れ
や
す
い
。

-
他
の
車
と
の
距
離
や
ス
ピ
ー
ド
の
判

断
を
間
違
え
や
す
い
。

・
気
持
ち
ガ
イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
定
な
運

転
を
し
た
り
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ち
ょ
っ
と
し
だ
行
動
に
も
怒
り
っ
ぽ

く
な
る
。

・
運
転
勤
作
ガ
無
器
用
に
な
り
、
衝
動

的
な
操
作
を
し
や
す
い
。

みなさんの広報課から「お知らせ」・・・・・園ーと
・新閣「みん怠の県政」 は4紙1こ登載 司血

包月の最終土曜日に、北日本・富山 ・読売 ・北陸中 一

日の各新聞l之、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽に県民相談室

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

〒930富山市新総由輔1の7ft(0764)31-4111

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

包 (0766)21-94什

魚津地方県民相談室

〒937魚津市新宿10-7魚湾総合庁舎内

宮 (0765)24-5311 

砺波地方県民相談室

干939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁舎内

宮 (07633)3-5151

. みなさんの広報課は、県庁の玄関の石側にありま

ー ， す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての決乃

ような仕事をしています。

.テレビ lribhJt主の県政」てお楽しみくとをさしb

*北白本放送 (KNB)

包週の日曜日、午前9時から30分間力ラ 放送

県政ふるさとめぐり、県施策を対談・座談会などで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

毎週の月曜日から土曜日までの白日、午後5時4扮

ガら〈土曜日のみ午後5時25分から)5分間力ラー

放送。

県からのお知らせ、郷土の伝統産業、県内ι漢術工

芸昂紹介、みなさんの声などをユニークに胴差。

月刊誌下みん砲の;県政」 は毎月5日頃C発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-みんなの県政7月号.Mi.90.企画発行 富山市新総曲輪1の7ft31-4111干930富山県知事公室広報課
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